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商業 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

商 業 情報処理 ４ ２年次・Ｅ群 選 択 

使用教科書（出版社） 副教材（準備するもの） 履修の条件・連絡 

情報処理（実教出版） 
全商情報処理検定模擬試験問題集 

（実教出版） 
商業系列の履修者 

１ 科目の目標と評価の観点 

目   標 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、企業において情報を適切に扱

うために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

評価の観点及びその主旨 

１．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

企業において情報を扱うことについ

て実務に即して体系的・系統的に理解す

るとともに、関連する技術を身に付ける

ようにする。 

 企業において情報を扱うことに関

する課題を発見し、ビジネスに携わる

者として科学的な根拠に基づいて創

造的に解決する力を養う。 

企業活動を改善する力の向上を目

指して自ら学び、企業において情報を

適切に扱うことに主体的かつ協働的

に取り組む態度を養う。 

２ 学習計画と観点別評価項目 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 学習内容（単元・項目） 月 学習のねらい 評価の観点 

１ 

 

学 

 

期 

 

 
第１章 
企 業 活
動 と 情
報処理 
 
第２章 
コ ン ピ
ュ ー タ
シ ス テ
ム と 情
報 通 信
ネ ッ ト
ワーク 
 

   
１．情報処理の重要性 
２．情報モラルと法規 
３．コミュニケーションと情報デザイン 
 
 
 
１．コンピュータシステムの概要 
２．情報通信ネットワークのしくみと構 
 成 
３．インターネットの利用 
４．情報セキュリティの確保 
 
 
 
 

 
４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
 
７ 
 
 

 
・情報を学ぶ意義と役割、重要性を理解

する。 
・コンピュータを利用した情報の処理や 

活用の重要性を理解するとともに、
ICT 人材に求められる役割と能力情報
モラルの基本的な考え方や態度につ
いて理解する。また、企業における適
切な情報処理について理解し、関連す
る技術を身に付ける。 

・情報通信ネットワークの構成や利用形 
態の概要を理解する。 

 
1 2 3 
 
 2 3 

 
 
 
 
 
 
1 2 3 
 
 
 
 

２ 

 

学 

 

期 

 
第３章 
情 報 の
集 計 と
分析 
 
 
 

 
１．ビジネスと統計 
２．関数を利用した表の作成 
３．グラフの作成 
４．情報の整列・検索・抽出 
５．問題の発見と解決方法 
 
 
 
 
 

 
９ 
 
 
10 
 
 
 
11 
 
 
12 
 
 
 

 
・表計算ソフトウェアの特色を理解し、 

ビジネス情報の処理に活用するため
の基礎的・基本的な知識と技術を習得
する。 

 

 
1 2 3 
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３ 

 

学 

 

期 

 
第４章 
ビ ジ ネ
ス 文 書
の作成 
 
第５章 
プ レ ゼ
ン テ ー
ション 
 

 
１．ビジネス文書と表現 
２．基本文書の作成 
３．応用文書の作成 
 
 
 
１．プレゼンテーションの技法 
２．ビジネスにおけるプレゼンテーショ     
   ン 

 
１ 
 
２ 
 
 
３ 
 
 
 

 
・ビジネス文書を作成するために必要 

な基礎的・基本的知識と技術を習得す 
る。 

 
 
・ビジネスに関する情報の収集・処理・ 

分析を行い、報告書や提案書を作成
し、プレゼンテーションを行うために
必要な基礎的・基本的な知識と技術を
身に付ける。 

 
1 2 3 
 
 
 
 
1 2 3 
 
 
 
 

学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 １．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

規 

 

準 

○情報処理機器の活用に関す基
礎的・基本的な知識を身につ
け、経営活動に関する情報の意
義や役割を理解する。 

○情報処理機器の活用に関する
基本的な技術を身に付け、情報
を適切に収集・処理・表現する
ことができる。 

 

○教科書の内容を理解し、演習問
題を解くことができ、創意工夫
ができる。 

○観点別学習状況の評価を通して
はかる。 

○情報処理機器の活用について関
心を持ち、その知識と技術の習
得を目指して意欲的に取り組
む。 

手 

段 

・定期考査  ・実習の内容 
・検定試験 

・定期考査  ・実習の内容 ・授業中の活動 ・提出物 

単元末や学期末及び年次末にお

ける評価の総括方法 

・考査点７０％、平常点３０％で成績を評価する。 
・平常点は、授業態度、提出物の状況、検定試験の結果による。 

学習上の 

留意点 

・授業の進度が速いので、毎時間の授業を大切に学習しましょう。 
・新しく学習し、実習が多い科目です。欠席すると授業についていけなくなります。 
・全商情報処理検定ビジネス情報部門で９月に３級、１月に２級の合格を目指します。 
・検定試験代、諸費等で年間３，０００円程度必要です。 

 


